
令和6年度区・自治会デジタル化推進モデル事業

防災用高齢者専用端末(マゴスピーカー)と山手東自治会ス
マホアプリ「結ネット」との連携によるスマホ不所持者に対

しての災害時の安否確認や日常の見守りへの活用事業

事 業 実 施 報 告

2025年3月8日
山手東自治会会長
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本日の報告内容

1. なぜこの事業を実施しようと考えたのか
2. 具体的にどのようなことをするのか
3. 事業を通してどのような効果が期待できるか
4. 事業実施結果
5. 費用支出内訳
6. 今後の展開
(７.参考資料)
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山手東自治会でのスマホアプリを利用した安否確認方法

2023年度から実施中

１.なぜこの事
業を実施しよう
と考えたのか

①スマートフォンを
持っていない人はどう
しますか？

②2023年から山手東の
自治会活動にスマホア
プリ「結ネット」を導
入以来、このような声
が絶えません。
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１.なぜこの事
業を実施しよう
と考えたのか

①昨年1月の能登半島地震の
際、マゴスピーカーを使用し
ている現地の自治会の事を知
りました。

②当自治会でもこれらを「一
人も取り残さない」という自
主防災活動の新しい取り組み
の資することが出来るのでは
ないかと考えました。



２.具体的にどのようなことをするのか

実証試験除外部分

見守りチーム結成

モニター勉強会

実証試験部分実証試験

アンケート

マゴスピーカー
モニター募集
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２.具体的にどの
ようなことをする
のか

見守りチームの構築を行いました
・民生児童委員
・自治会会長
・家族、親戚、縁戚
・近隣住居者
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３.事業を通してどのような効果が期待できるか

•下記の「可能性」が確認出来る

①災害時安否確認での人海戦術の是正
②要支援の連絡がワンタッチ
③双方向音声対話による要支援の内容の確認ができる
④結ネットアプリが無い人からも支援要請が可能
⑤「無縁」が「無援」ならないように
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４.事業実施結果(訓練実施結果)

• 自治会会員の総世帯数： 609
• 結ネット登録世帯数： 530

(総世帯数の87%)
• 訓練参加人数： 754人
• 無事回答者数タイムライン
・ 9:57 結ネット安否確認発令
・10:05、129人
・ 10:15、 146人
・ 10:20 、 160人
・10:30、181人
・11:40、185人
・11:07、198人(訓練終了)

• 訓練総括

発災時、班長が個別確認に走り
回らなければならないところ、
かような短時間で安否情報が収
集出来る事が証明出来、自治会
による安否情報収集の労力を大
幅に削減できると感じました。

• 訓練後「遠隔地に居住していて、

スマホに疎い母に持たせたい」
というお声も頂きました。

・現状のマゴスピーカーは、大き
い、人感センサとか不要な機能が
あり、即時採用には不安がある。



事業での使用機材：
アプリとマゴスピーカー



４.事業実施結果(マゴスピーカー取扱説明会)

説明会の様子 スマホ表示画面の説明
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４.事業実施結果(訓練実施状況の様子)

自主防災本部の様子(安否確認訓練時)
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４.事業実施結果(訓練実施状況の様子)

マゴスピーカーの発信安否確認依頼を発信
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返信状況の自治会エリア地図への落とし込み

写真：2023年12月
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４.事業実施結果
(マゴスピーカーのアンケート内容)
• 災害発生時の連絡一斉通報として利用
大きな音量で効果があると思いました。避難指示等の誘導についてのアナウンスがあれ
ば、一歩早く行動が出来ると思います。

• 一部の人の利用で、親子で繋がる、近所と繋がる相手を自分で見つけて利用するのなら、
今持ってるアイフォンで緊急通報システム利用で十分かと。マゴスピーカーは費用対効
果を考えると今は不要かと。

• 「助けてボタン」を押したら誰が助けに来てくれるのか、町内会レベルで救援組織づく
りが必要であると痛感しました。

• 一番頼りになるのはご近所さんで、了承が得られれば両隣のお宅に繋がるようにお願い
したい。

• いざという時の対応として下記の内容も考えていただきたい。
・自宅内での転倒事故や体調不良時のお助け依頼
・闇バイト強盗、不審者等の侵入や訪問販売・買取業者の居座り
・徘徊や迷い子の緊急捜索依頼

・電池の消耗時、音声で数分ごとに告知されるが、その頻度が多すぎる。うるさい
・結ネットによる安否確認の数分後にマゴスピーカーへの安否確認連絡が入った。緊急を
要する災害時での数分の情報遅れに若干不安を感じた。
・マゴスピーカーは、受け取る相手が不在ではメッセージも一方通行になるのではないか
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５.費用支出内訳 (単位：円)(税込)

44,000
5,500

210,685
189,000
21,685

16

項 目 内 訳金 額
①導入説明会費用 1回×1日(講師旅費含む)       84,185

初期設定・システムサポート
②システム設定費

費用一式
③機材レンタル費 マゴスピーカー 10台X4ケ月
④雑費 機器輸送費・資料コピー代等

合計

市交付金 特別自治振興費

区・自治会負担額



６.今後の展開

①「公民館の利用予約受付」に、状況
表示を掲示し、予約希望者が利用可否
を直ぐに判別出来るようにして、公民
館担当者の業務負担を軽減する。

②基本的に、紙回覧版を、電子回覧板
と両方の掲示を、班長や掲示者に義務
づけ、ゆくゆくは、電子回覧板のみを
アプリ利用者に慣れさせて行きたい。

③マゴスピーカー(１台)を確保し、
デモ等で、利用者のリクルートを図る

(自治会内の避難行動要支援登録者：
41名)

④定期的なスマホ講習会を実施し、ア
プリ利用のメリットの周知を図ってて
いきたいと思っております。
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７.ご参考
までに・・

• 昨年 10月、自治会員のご自
宅にアライグマが出没。

• 会員への注意喚起にアプリ
が活躍しました



７.ご参考まで
に・・

• 既読スルー / 既読無視が、時間と共
に多くなる

• 定期的な啓発とアプリの魅力向上策
の考案が必須
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